
 新旧対照表 
 
変更後 変更前 

４．地域再生計画の目標 
  (略) 

 林業については、当地区の森林は水源かん養や山地災害防止等、公益的
機能の高い森林資源と捉えられているにも関わらず、近年の過疎化・高齢
化等の理由から担い手の不足による間伐作業等の適正な森林施業がなされ
ていないことで、森林が持つ公益的機能の低下が危惧されている。そこで、
大型運搬車両の走行が可能となることにより伐採木搬出作業の効率化が図
られる等、森林施業の利便性向上のために林道整備を行い、森林の適正な
整備・保全を図る必要がある。また、林道に隣接する集落で石川グリーン・
ツーリズム促進特区に認定された箇所があり、農家民宿や市民農園、廃校
舎を改築した農家交流宿泊所等が誕生したことにより、これらの施設への
アクセス道整備が急務となっている。 

  (略) 
 
５．目標を達成するために行う事業 
（５－１）全体の概要 

道整備交付金を活用し、旧能都町と旧内浦町を結ぶ「広域農道 能登内浦
地区」と基幹町道を集中的に整備し、農水産物の物流効率化を図るほか、鮭
尾地区にある「林道唐杉線」の舗装、柿生地区にある「林道柿生線」の舗装、
宮地地区にある「林道宮地線」の舗装等を行うことにより、森林へのアクセ
スを改善し、森林施業の効率化を図る。 

  (略) 
（５－２）法第５章の特別の措置を適用して行う事業 
  (略) 

・ 林道については、森林法第5条に係る能登地域森林計画(平成16年12月27日

樹立：計画期間：平成17年～平成27年）に定められている。 

 
林道柿生線（平成16年12月27日地域森林計画に掲載） 
林道唐杉線（  〃  ） 
林道上河内線（  〃  ） 
林道赤畑線（  〃  ） 
林道往古線（  〃  ） 

     林道宮地線（  〃  ） 
  (略) 

４．地域再生計画の目標 
  (略) 
   林業については、当地区の森林は水源かん養や山地災害防止等、公益的

機能の高い森林資源と捉えられているにも関わらず、近年の過疎化・高齢
化等の理由から担い手の不足による間伐作業等の適正な森林施業がなされ
ていないことで、森林が持つ公益的機能の低下が危惧されている。そこで、
大型運搬車両の走行が可能となることにより伐採木搬出作業の効率化が図
られる等、森林施業の利便性向上のために林道整備を行い、森林の適正な
整備・保全を図る必要がある。                  

                                   
                                   
                      
  (略) 
 
５．目標を達成するために行う事業 
（５－１）全体の概要 

道整備交付金を活用し、旧能都町と旧内浦町を結ぶ「広域農道 能登内浦
地区」と基幹町道を集中的に整備し、農水産物の物流効率化を図るほか、
鮭尾地区にある「林道唐杉線」の舗装、柿生地区にある「林道柿生線」の
舗装等を行うことにより、森林へのアクセスを改善し、森林施業の効率化
を図る。 

  (略) 
（５－２）法第４章の特別の措置を適用して行う事業 
  (略) 

・ 林道については、森林法第5条に係る能登地域森林計画(平成16年12月27

日樹立：計画期間：平成17年～平成27年）に定められている。 

 
林道柿生線（平成16年12月27日地域森林計画に掲載） 
林道唐杉線（  〃  ） 
林道上河内線（  〃  ） 
林道赤畑線（  〃  ） 
林道往古線（  〃  ） 

                  
  (略) 

 



 
 
変更後 変更前 

                                        
   ［整備量及び事業量］ 
 
        ・町道 6.6km、広域農道 1.3km、林道 5.0km 
 

・総事業費 2,572,321千円（うち交付金1,277,852千円）  
 
           町道   1,316,900千円（うち交付金 658,450千円） 
      

広域農道  875,100千円（うち交付金 437,550千円） 

           林道    380,321千円（うち交付金 181,852千円） 

（５－３）その他の事業 
 

 能登町では、地域再生法による特別の措置を活用するほか、以下の他分
野にわたる事業・企画と連携し、総合的に地域づくりに取り組んでいる。

 
６～８ （略） 

 
［整備量及び事業量］ 
 
      ・町道 6.6km、広域農道 1.3km、林道 4.3km 
 

・総事業費 2,548,321千円（うち交付金1,265,852千円）  
 
         町道   1,316,900千円（うち交付金 658,450千円） 
      

広域農道  875,100千円（うち交付金 437,550千円） 

         林道    356,321千円（うち交付金 169,852千円） 

（５－３）その他の事業 
 

 能登町では、地域再生法による特別の措置を活用するほか、以下の他
分野に渡る事業・企画と連携し、総合的に地域づくりに取り組んでいる。 

 
６～８ （略） 
  
 

 


